


（東京都内）
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※下地がアルミ、ステンレス（SUS 304以外）の場合にはダイヤハイエポプライマーをご使用下さい。
※ダイヤヒスイエポサビ＃100、ダイヤヒスイエポサビ＃200Ａの塗布量は厳守して下さい。塗布量が少ない場合は点錆が発生する恐れがあります。
※ダイヤ２液ナチュラルシリコンの場合はダイヤヒスイエポサビ＃200Ａ、ダイヤ１液ナチュラルシリコンの場合はダイヤヒスイエポサビ＃100を推奨します。

ダイヤヒスイエポサビ#１００
ダイヤシンナーN

15㎏
0～6㍑

下地処理
(1液の場合）

0.14～0.16㎏/㎡
94～107㎡/缶

４時間以上
刷毛
中毛ローラー

ダイヤヒスイエポサビ#２００Ａ  A液
ダイヤヒスイエポサビ#２００Ａ  B液
ダイヤシンナーN

14.4㎏
   1.6kg 
0～2㍑

下地処理
(2液の場合）

約0.16㎏/㎡
約100㎡/ｾｯﾄ

４時間以上

７日以内

刷毛

中毛ローラー

塗装下地のゴミ、汚れ、油脂類などを取り除いて下さい。旧塗膜の滑膜を残して、劣化膜やさびをワイヤーブラシ、サンドペーパー等による手ケレンや電動工具
により十分にケレン除去し、清掃します。鉄部が露出した箇所や溶剤部はダイヤヒスイエポサビ＃100、又はダイヤヒスイエポサビ＃200Ａで拾い塗りして下さい。

※シリコンエポキシ樹脂を使用した「ダイヤアクレスエポ」もご使用いただけます。
※ダイヤアクレスフィラーの塗膜が薄い場合、旧塗膜の種類によっては仕上材のリフティングの現象（縮み）が発生する事があります。特に溶剤・弱溶剤の上塗りを使用する際、ダイヤアクレスフィラーを中毛ローラーで施工
する場合は2回塗（塗布量：0.6㎏/㎡以上）を推奨します。

5時間以上

【新規】※下地が押出成型板、GRC板などにはガンコシーラー等の下塗材をご使用下さい。
　　　※ALC面にはダイヤカチオンフィラー又はダイヤアクレスフィラーで下地調整を行って下さい。
　　　※複層塗材（硬質）の上塗材としても適用できます。
　　　※コンクリート、モルタル、PC板等の新規下地には。下塗材としてダイヤガンコシーラーマイルド又はダイヤガンコシーラーをご使用下さい。
【改装下地】※改修下地のクラック充填処理する場合には、下塗材としてダイヤアクレスフィラーをご使用下さい。
　　　　　※旧塗膜がアクリルシリコン樹脂又はフッソ樹脂系の場合はダイヤセランプライマーS、ダイヤメンテプライマーTN等の下塗材をご使用下さい。（状況によっては使用できないケースもあります。）
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